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踊食の擢患、性を明確にすることは，日常の臨床歯
科においては勿論のこと，近年とみにその発展性を
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防手段，または予防計画およびその価値判定のため
に欠く乙とのできない極めて蕗礎的な問題である。
ところが齢食の発生と進行は甚だしく複雑な原因お
よび過程を内蔵するもので，乙れがためlζ，その，躍
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文献
患、性を確実に把握する ζとが困難となり，種々なる
見解の相違を生む原因となっている。
踊食はその原因菌を追求する乙とにまって，その
躍患性の解明に導こうとした過程を経て，現在では
広く原因菌を含めて歯，唾液の性状といった三者の
総合的な観点からこれを研究する方向に進んで来て
いる。すなわち，歯および唾液または口腔の諸臓器
に抗踊食性因子を求める研究が活発となって来たの
である。従って踊食の原因についても， 1882年，
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M i1lerωが化学細菌説を提唱して以来， これがほぼ
定説となっていたが，近時 Gottlieb(へ Gins(へ 
Luraω，Pincusωなどの学説が現われ， その原因
菌を乳酸菌のみに限定せず，歯，唾液および全身的
な因子をも包含せしめたものとして注目すべき傾向
を示している。
かような踊食研究の実状にあって，鮪食の躍患性
を考えるとき， Appleton(6)の主唱すると乙ろの歯
の破壊機作を D とし， これに対して抵抗する困子
を R とする D/Rなる蹴食活動性の表現方法は，
極めて端的lとその程度を示し得るように見えるが，
前記の D または R のいずれも複雑な内容を含ん
だもので，考え方としての妥当性につき具体性を欠
くものと思われる。また，蹴食という疾患が回復性
をもたないという特性から，診査を行ったときの現
存踊食の，寵患性の方向を踊食活動性と称する岡本(7)
の見解は，可成りの妥当性をもつものではなかろう
か。
しかしながら，上述の如く踊食活動性を表現する
ことはかなり困難な事ではあるが，これを少しでも
正確に表現するための努力の現れとして多くの試み 
がなされて来た。すなわち，麟食の原因菌として
Lactobaci1lus説を主張する米国ミシガン学派の考
え方は，齢食活動性に対する試験法の続出に対して
ζれを促進させたのである。 Buntingらは唾液耐
酸性菌数をもって踊食活動性の程度を表現し得る
ことを主張したことにはじまり， Rodorigueどへ
Hadley(g九 Diamond(1O)，Rogosa(11)らにより，そ
れぞれ耐酸性菌数と断食擢患状態との関連性，唾
液耐酸性菌数測定用培地などの報告があいついで
なされた。乙の唾液耐酸性菌数，すなわち主とし
て Lactobaci1us数の多少を基礎としたものに，
13)，Test(Snyder，2)数の測定(1Lacto bacill us
Rickles Test(l4)， Wach Test(15)などがある。し
かしながら，公衆歯科衛生の分野では，踊食診査ま
Tこは予防手段の研究などで一時に多人数の検体を短
時聞に処理するため，つとめて簡単にして， しか
も充分に活動性を表現し得るという条件が自ら生れ
てくる。そ乙で， Snyder(16)は実施上の一般条件と
して， 1. 臨床的所見と相関性をもっていること， 
2. 高度の正確度， 3. 迅速， 4. 容易， 5. 最低の
設備， 6. 経済的などの点をあげている。 この条件 
l乙従えば， Lactobacillus数の測定は余り好適な手
た，他方被検者からの検体は，容易に採取できるも
のであることが必要なので，唾液，歯垢が専ら用い
られている。しかし，麟食の擢患性因子としては唾
液，歯掘の他R.，歯・口腔内臓器といった因子をも
含んでいるので，これらを包含したものであること
が理想的と考えられるが，いずれも採取困難なため
やむを得ないが，将来何らかの形で採り入れられる
ようになるものと思われる。
さて，現在までに知られている師食活動性試験法
を挙げてみると， Lactobacillus数測定(12)，Snyder 
による Glucose加培地(13)における唾液の酸産生度
標示法， Fosdick による地那質粉末加唾液， Gluco-
se混合液発酵による瑞鄭質の溶解度測定(17)， Wach 
kよる Glucose唾液混合液の発酵酸量の定量〈15〉P 
Rickles による Sucrose加唾液発酵による pHの
測定(14〉，唾液アミラーゼ力価測定KよるDay-Flor-
estanoらの方法〈18〉，唾液アンモニア量の測定によ
る Youngburgの方法(1g)などがある。 
ζれらのうち， Snyderのいう条件を満たし，か
っ信頼度をもって広く実施検討されているものは，
Snyder Test， Wach Test及びRicklesTestで
あろう。乙れらの Testは， Lactobaci1us数の多 
少を重要な因子として考案されたものであるが，乙
の他K，培地に用いられた諸成分中，如何なる成分 
がその活動性の成績を左右するものか，或は，如何
なる成分を添加した場合Ir，活動性の結果K影響が
現われるかは，末だ全く究明されていない。そこ 
で，乙れら活動性試験成績を左右する培地成分や条
件を検討すべく，断食活動性試験培地中での接種唾
液菌数の変動， NH3・N量及び還元糖量の変動，な
らびに培地中l乙Vitamin，Amino酸，無機塩類，
抗生物質及び殺菌剤を添加した場合について実験 
し，断食活動性因子の解明lζ，また新しい踊食活動 
性試験法の考案にも資するものと考え，研究した結
果，興味ある成績を得たので，ここに報告する次第 
である。
II 踊食活動性試験培地中の接種唾液
細菌数の変動について
踊食活動|生試験法のうち，現在最も多く使用され
ているものは，前述の Snyder-，Rickles-，Wach-， 
Fosdick Testの4種類であるが，後者のうち Wach 
Testは発酵酸量を定量するという点では， Rickles 
段とはいえないが， WachTest ，Rickles-・，Snyder
などは，ほぼこの条件を充たすものといえる。ま 
Testのそれと同様で， 両者の培地条件が酷似しで
いる。また， Fosdick Test は Caの定量という点
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で操作が複雑となり，容易に行うという前述の試験
条件K欠ける。 SnyderTestでは，指示薬の色調
は， Lactocaci1us数の変動，すなわち発酵酸量比
一致して変色し，また，使用培地には Lactobaci1us 
の増殖に必要な栄養素が含まれている。これに反し
て， Rickles Testは Sucrose溶液に指示薬を加え
たのみで， Lactobacillusのための栄養素を含んで
いなl"¥。このように SnyderTestでは専ら唾液中 
Lactoba'ci1usの培養， 発育を図っているが， Ric-
kles Test は Lactobaci1lusを含んだ唾液そのそ
のものを直接酵素液としている点が本質的に異って
いる。そ乙で， ζの相反する目的をもっ Snyder 
Testおよび RicklesTestの両者を用いて， 筆者
の踊食活動性試験に及ぼす因子の追求実験を施行し
?こものである。
最近，田辺(20)は SnyderTestと口腔細菌群との 
関係について検討し，接種原唾液中の Lactobaci1-
us数， Veillonella数， Staphylococcus数，およ
び全嫌気菌数と SnyderTest成績との関連性につ
いて興味ある成績を発表している。しかしながら，
これらはいずれも SnyderTest培地に接種する被
検者唾液中の菌数と Test成績との関連性について
のべたものであって， Test培地中における変動因
子についての研究ではない。 
t そこで筆者は，この唾液を接種した SnyderTest 
および RicklesTestの培地中における口腔細菌数
の変動について検討し，その成績との関連性につい
て実験を試みた。 
1. Snyder Test培地における接種唾液細菌数の
変動
(1) 実験方法 
Snyder Test培地原法(20)における寒天濃度を減
じて半流動性にしたもの(表 1)10 cc K唾液 0.1cc 
を接種して 370C72時間培養して培地内指示薬の色
調の変化l乙伴う培地中の Lactobacill us数， Stap-
hylococcus数および全嫌気菌数の変動につきそれ
ぞれの菌数計算を行って観察した。 Lactobaci1us
数， Staphylococcus数および全嫌気菌数の菌数計
表1. Snyder Test培地処方(帆足) 
Meat Infusion Broth 11 
Glucose 20g 
BCG so (0.04%) 1. 50g 
Agar (粉末〉 0.75g 
(pH 5.0) 
算lζ用いた培地の処方(11)ρ1)は表 2，3に記した。
表 2. Rogosa's Lactobacillus培地 
Trypticase 10 g 
Yeast extract 5g 
KH2P04 6g 
Ammonium citrate 2g 
Salt solution持 5 cc 
Glucose 20g 
Sorbitan monooleate 19 
Sodium acetate 25g 
Lactic acid (99.5%) 1.32 cc 
Agar (Powder) 15 g 
Aq. dest.で 11とする 
(pH 5.40) 
発 Salt solution 
MgS04・7H20 11.5g 
MnS04・4H20 2.17 g 
FeS04・7H20 0.68g 
Aq. dest..で 100 ccとする
表 3. Staphylococcus培地 (Difco) 
Bacto-Yeast Extract 2.5g 
Bacto-Tryptone 10.0g 
Bacto-Gelatin 30.0g 
Bacto-Lactose 2.0g 
d-Mannitol (Difco) 10.0 g 
Sodi um chloride 75.0g 
Dipotassium phosphate 5.0g 
Bacto・agar 15.0g 
以上の Staphylococcus培地以外の場合は黄燐燃
焼法を用い 370Cで7日間培養した。唾液を採取し
た被検者は， 16~23 才の女子計 50 名で，常法 lとよ
って採取した安静唾液 5ccのうち 0.1ccを Snyder 
Test I乙，その 0.5ccを次にのべる RicklesTest Ir. 
用いた。その結果， Snyder Test (十十)および Ric-
表 4. Snyder Test成績の判定基準
培地の変色 Caries activity 
72時間後陰性 
72時間後陽性 
48時間後陽性 
24時間後陽性 
一(Inactive)
土 (Questionable) 
十 (Definite) 
(Marked)+十
注:青色の培地が明らかに淡黄色に変色したも
のを陽性(+)とし，判定基準により陽性
になった経過時聞から，表のように Caries 
activityを定めた。
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kles Test (俳)を示した者は 25名，他は陰性であ
り，前者の麟食擢患状態は DF歯率21.86j:0.1888
%， 後者は DF歯率 6.00士0.1179%であった。な
お， Snyder Testの成績判定基準は表4!乙示す。 
(2) 実験成績
被検唾液を接種した SnyderTest培地から培養
直前， 3時間後， 8時間後， 15時間後および 24時
間後の各時間毎K試料0.1ccを無菌的に採取し，こ
れを前記諸種培地を用いて， Lactobaci1lus数， 
Staphylococcus数および全嫌気菌数を測定した。
まず， LactobaciHus数の変動は(図 1)， Snyder 
Test陽性者群のそれについてみると，培養前から 
8時間後までは余り菌数の変化が著明ではないが， 
15時間以降は急速に増加してゆく傾向が判明した。
er陰性者群についてみると， TestlatcobaciUusは
殆んど検出できなかった。 Staphylococcus数はや
や少いが増加傾向は類似している。また，全嫌気菌
数は可成り低いが， 同様に減少し， 消失した。(図 
3) 
図 3. Snyder Test培地中の全嫌気菌数の変動 
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また， Staphylococcusの菌数変化は， Lactobaci- 時間→ 
llus数の如き著明な菌数の増加はみとめ]られない
が，やはり 15時間以後から多少増加の傾向が認め
られる。(図 2)次i乙全嫌気菌数は，培養時間の経過
と共に漸減，死滅してゆくことが分る。次R:Snyd-
図1. Snyder Test培地中の Lactobacillus数
の変動 
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注:	Snyder Test培地 0.1ccの10培液の 0.1cc 
を接種培養した。
図 2. SnyderTest培地中の Staphylococcus
数の変動 
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住: 	Snyder Test培地 0.1ccを 1000倍稀釈し，
その 0.1ccを接種培養した。 
2. Rickles Test培地中における接種唾液細菌数
の変動
(1) 実験方法 
Rickles Testは，表 5の処方の培地0.5cc !1:被
検唾液 0.5ccを接種， 370Cで7時間培養して培地
中指示薬の色調変化によって観察する。成績判定の
基準は表6R:示す。
表 5. Rickles Test培地の処方
蒸 広日刀ゴ 水 
Sucrose 

BCG (0.4%アルコール溶液)
 
BCP (同 上)
 
注: N/20 NaOHで pH6.6に修整
表 6. Rickles Test成績の判定基準 
pH 
6.6 
6.6 --6.2 
5.8 --5.4 
5.0 --4.2 
麟食活動性
low 

low 

moderate 

high 

11 
80g 
10 cc 
10cc 
判定基準 
十 
十 
十件 
Rickles Test培地中の菌数変化の観察は， Sny-
der Testと同様に Lactobacillus数， Staphyloc・ 
occus数および全嫌気菌数につき同様の培地を用い
て計測した。 
(2) 実験成績
唾液を接種した RicklesTest培地から培養直
8h 「 93 12.9 
5h 
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図 6. Rickles Test培地中の全嫌気菌数の変動 
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あり，次で死滅するに至った。 
が全く認められなかった。
(4) 全嫌気菌数は， Snyder Test陽性者群唾液
を接種した場合， Snyder Test培地および Rickles 
Test培地のいずれにおいても菌数の著明な低下が
III 醐食活動性試験培地中の NHa・N 量の 
変動について 
1. Snyder Test 培培中における NH3-N量の 
変動
前記の実験結果から， Snyder Test， Rickles 
Test培地lとおいて可成りの変動，すなわち細菌の
増殖活動があり，それに伴って当然種々の生成産物
や組成変化があるものと想像されるので，これらの
変化を， NHa-N 量および次lζ述べる還元糖量の
測定によって観察を試みた。
前， 1時間後， 3時間後， 5時間後および 7時間後
の各時間毎に 0.1ccの試料を採取し，これを前記の
諸種培地に接種して Lactobacillus数， Staphylo-
coccus数，全嫌気菌数を測定した。
まず， Rickles Test陽性者群についてみると， 
Lactobacillus数は， Snyder Testの場合と異り，
その増加率は極めて低いが，多少の増加は認められ
る。 これに反して Staphylococcus数は殆んど変
化がなかった。また，全嫌気菌数は減少の一途をた
どり，死滅するに至る。次に RicklesTest陰性者
群のそれについてみると，各検出菌数共大体陽性者
群唾液を接種した培地中の変動と同様の傾向を示し
た。 このように RicklesTest培地は， Snyder 
図 4. Rickles Test 培地中の Lactobacillus 
数の変動
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主
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注:Rickles Test培地 0.1ccの1000倍液の 0.2 
ccを接種培養した。 
図 5. Rickles Test培地中の Staphylococcus
数の変動
Test培地と異なり， Sucrose液のみでなっており，
そのため Lactobacillus数の僅かの増殖をみる以外
は殆んどないのではなかろうか。(図 4，5，6) 
3.小括 
(1) Snyder Test陽性(十十)， Rickles Test陽
性(朴)の者で， DF歯率21.86士 0.1881%，年
令，16--23才の女子 25名，および SnyderTest， 
Rickles Test共に陰性者で， DF歯率 6.00土0.1179
%，年令 16 ~25 才の女子 25 名よりなる，計 50 名
の被検者唾液を接種した SnyderTest培地およ
び RicklesTest培地中の Lactobacillus数， Sta-
phylococcus数および全嫌気菌数を培養時間の経
過に従って観察した。 
(2) Lactobacillus数は， Snyder Test培地中
でその陽性者群唾液接種の場合，培養 24時間後
には培養直前の約 20倍以上に増加した。 Rickles 
Test培地中ではその陽性者群唾液を接種しでも菌
数の増加が非常に少ない。また，両 Test陰性者群
で Lactobacillusを検出で、きたのは極めて少なか 
った。 
(3) Staphyloccus数は， Snyder Test陽性者
群唾液接種の SnyderTest培地中において，培養 
24時間後には培養直前の約4倍程度比増殖したが 
Rickles Test培地中では， ほとんど変化が認めら
れなかった。 SnyderTest陰性者群唾液を接種し
た場合は， Snyder Test培地中での陽性者群唾液
接種の場合に似た増殖傾向を示したが， Rickles 
10 
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(1) 	 実験方法 
Snyder Test培地1(，本 Testの陽性者唾液と
陰性者唾液を接種し，培養直前と 24時間後R:， そ
れぞれ採取して， NH3-N量を Conway の微量拡
散分析法(22)によって定量した。定量法の詳細は次
の通りである。 
Conway法 
Lイ)試薬 
1%瑚酸:純捌酸 10gを11メスコルベン花入れ，
アルコーjレ200ccを加え， 乙れに約 700ccの蒸留
水を入れる。瑚酸が溶解した後混合標示薬 10ccを
加える。混和後普通少量のアルカリを加え所要の終
末点色の微赤色までもって行き，後標線まで充す。
混合標示薬はプロムクレゾール緑0.033%， メチル
赤 0.066%を含有するアルコール液で、ある。 
N/50 HCl:製法略
飽和炭酸カリ溶液:製法略
(ロ)実施
Conway標準ユニット No.1 (柴田化学 K.K. 
製)の内室K標示薬加瑚酸溶液 1ccをピペットで 
概量採取する。次に被検 SnyderTest， Rickles 
Test培地試料 0.2ccを外室に注意して入れた後，
飽和炭酸カリ溶液 1ccを被検液と混合しない様に
外室花入れ，予め謬着斉IJ(ワセリン 3分，固形パラ
フイン (M.P.550 C) 1分を混融して固化後使用す
る〉を塗った蓋をよく密着せしめ，止め金具をかけ
蓋のはずれを防ぎ，容器を傾けて炭酸カリ溶液と唾
液とを良く混和し， 370C Il:8時間保温後 Conway 
の水平微量ビューレットまたはミクロビューレット 
で N/50HClを以て内室液を滴定する。終末点は
緑色より赤色に変る点 (pH 約 5.0~5.わである。 
N /50 HCl 0.01 ccは2.80rNH3-N R:相当する。 
(2) 	 実験成績 
Snyder Test培地にその陽性者群唾液を接種した
場合，培養直前には培地中K平均 NH3-N量 0.40 
mg/100 ccであったものが，培養 24時間後も余り
増加せず， 平均 0.62mg/100 ccであった。 と乙ろ
が，陰性者唾液を接種すると，最初から NH3・N
量が多く， 平均0.64mg/100 ccで， 24時間の培養
によって急速に増加し， 2.34 mg/100 ccとなる。 
2. Rickles Test培地中における NH3・N 量の
変動 
(1) 	 実験方法 
Rickles Test培地に本 Test陽性者および陰性
者唾液を接種し，培養直前と 7時間後に試料を採取
し， NH3・N量を Conway法により定量した。 
(2) 	 実験成績 
Rickles Test培地では， その陽性者唾液を接種
した場合，培養直前K平均 3.21mgj100 ccであっ
たものが， 7時間後では変化が少し平均 3.88mg/
100ccであった。また， 陰性者唾液を用いた場合 
は，培養前5.57mg/100 ccが7時間培養後 8.02mg 
/100 ccでやや増量が認められた。(表7)
表 7. 齢食活動性試験培地中の NH3-N量の変動 
I-Snyder Tesn Rickles Test 
培 1h.中の平均 l培 地 l培 地 
NHR-N量 -" -~ 1-..::.:0->--.，. 

時 /100cc I
1
陽性者|陰性者|陽性者|陰性者
培養直前 I0.40 I0.64 I3.21 I三竺
培養 24時間後 
(Snyder Test)|0.6212.30|3.8818.02 
叉は 7時間後 
  
(Rickles Test) 

3.小括 
Snyder Test， Rickles Testの培地は， その
Test成績陰性者唾液を接種した場合，培養による
培地中の NH3-N量はそれぞれ増加するが， Test 
成績陽性者唾液を接種した場合は共lと殆んど変化が
認められなかった。
IV 	踊食活動性試験培地中の還元糖量の
変動について 
1. Snyder Test培地における遺元糖量の変動 
(1) 	 実験方法
Snyder Test培地lζ本 Test陽性者および陰性
者唾液を接種し培養直前と培養 24時間後に試料を
採取して還元糖を定量した。
還元糖の定量法は Nelsonの比色法(23) I乙て， 
Beckmanの Spectrophotometerを用い，測定波
長は 500mμ である。なお藤田，岩竹の方法(2のによ
って除蛋白を予め行った。 
(2) 実験成績
培養直前には陽性者唾液接種のものは平均 19.0
表 8. 麟食活動性試験培地中の還元糖量の変動
つ一話マヨerTest IR五日eSTest培地中の平均 ~ 
|培 地一立還元糖量 I'p ~"-.よそ---， 
mg/cc 陽性者|陰性者|陽性者|陰性者
培養直前 I19.0 I19.9 I8ω9.0 I万
培養 24時間後 f 
(Snyder Test) 
又は 7時間後 74.0 
(Rickles Test) 
-~~._ :_;"J'~-~ I 
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mg/cc，陰性者唾液接種のものは 19.9mg/ccあった
ものが， 24時間培養後には，前者は 9.7mg/ccK減 
少したが，後者は 17.1mg/ccで余り変化がなかっ
た。(表 8) 
2. 	 Rickles Test培地中の還元糖の変動 
(1) 実験方法 
Rickles T est培地に本 Test陽性者および陰性
者唾液を接種し，培養直前と培養後7時間後に試料
を採取して同様陀還元糖量を定量した。 
(2) 実験成績
培養直前には陽性者唾液接種のものは平均 89.0 
mg/cc，陰性者唾液接種のものは 75.5mg/ccであ
ったが，培養 7時間後には， 前者は 61.5mg/cc K 
減少したが， 後者は 74.0mg/ccで殆んど減少して
いなかった。 
3.	 小 3舌
Snyder Test， Rickles Testの培地のいずれに 
おいても，両 Test陽性者唾液を接種した場合は，培 
地中の還元糖量の著明な減少が認められたが，両
Test陰性者唾液を接種した場合は殆んど減少が認
められなかった。 
V 	Snyder Test，Rickles Testの成績に
関する諸因子について
前述の実験成績によって， Snyder Testおよび 
Rickles Testの成績を陽性に導く原因菌として， 
Lacto bacil1usがその主なものである乙とが判明し
Tこ。 これは RicklesTest培地のような Sucrose
液のみの中でも多少の増殖をみた ζ とは，単lと
Lactobacill usの酵素能にのみ依存した Testとは
考えられず，多少ながら菌の増殖を伴っているの
で，この両 Testの結果を陽性に導く因子を， 
Rickles Testの場合も考慮に入れないわけにはい
かないようである。従って SnyderTestの場合は
勿論であるが， Rickles Test においても， その成
績に及ぼす因子を細菌発育素，およびその反対の作
用を示す抗生物質および殺菌剤iζ求め，乙れらの影
響をここで検討したものである o 
1. 	 培地中 Vitamin添加の影響 
Lacto baci1usが非常に栄養要求がきびしいため，
とれを利用した Vitamin，Amino酸類の Bioassay
が盛んである。すなわち， Lactobacillus は Vita-
min， Amino酸類の存否，量によってその発育に 
影響を生ずる。よって Lactobacill usを変動の主因 
とする Cariesactivitytest K於ては，その影響を
無視する ζとはできない。現に唾液中の Vitamin，
Amino酸量と踊食擢患率との関係についての報告
があり (25)(26)，両者間の相関関係にあることが証明
されている。現在日oassay可能の Vitaminとし
ては， Bl> B2' B6' Nicotinic acid，Folic acid， 
Pantothenic acid，P-Aminobcnzoic acid，Cho-
line， Inositolおよび B12などがある (23)。それら
のうち， Lactobacil1usを検定菌として用いる場合
の発育Lactobacillusacidophilus、。Lが非常に多 
素として明確にされているもので Vitaminとして
は Pantothenicacid，Pyridozineなどである。 
(1) 実験方法
一般の Lactobacillus用の完全合成培地問〉に処
方される Vitaminを Snyderおよび RicklesTest 
培地に添加した。添加ビタミン類は， V. B1' B2' 
Biotin， Nicotinic. acid， Ca-Panthotenate， P-
Aminobenzoic acid， Folic acid， Pyridoxine-
HClの8種類を用いた。 RicklesTest培地には完
全合成培地と同様の濃度の割合で添加したが， Sny・ 
der Test培地にはその 1/10量を用いた。
以上 Vitamin最終濃度を表9の如く陀し， これ
らの唾液接種前の pHは 6.5Iζ調整した。
次に SnyderTest Iとおいて陽性者群は全員 24時
間で陽性(廿〉であるが， Vitamin添加による影響
を観察する目的で 5時間， 10時間， 15時間， 24時
間自に観察を行った。陰性者群Kついては 24時間 
後に観察を行う常法に準じた。また， Rickles Test 
においては陽性者群の場合， 1，3，5，7時間自にそ
れを観察した。 
表 9. 麟食活動性試験培地に添加した 
Vitaminの種類及び濃度
fl LES!i 五註陪Snyr dEcTc 地EEki函τ添加 Vitamin 
/100 培 r/100cc地 
V. B1 2 20 
V. B2 2 20 
Nicotinic Acid 5 50 
Biotin 0.01 0.1 
Pantothenic Acid 2 20 
P-Aminobenzoic Acid 2 20 
Folic Acid 0.05 0.5 
Pyridoxine HCl 5 50 
(2) 実験成績 
Vitamin添加の影響は SnyderTest においては
全くみとめられなかったがI Rickles Test培地に
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表 10. 麟食活動性試験成績に及ぼす Vitamin.添加の影響 
Snyder Test Rickles Test 
添加 Vitamin
陽性者群 陰性者群 陽性者群 陰性者群 
V. B1 24 h (十十) 72h(一〉 7h (十件〉 7 h (ー〉 
V. B2 24 h (廿) 72 h (土〉 7 h (十件) 7 h (一〉 
Nicotinic acid 24 h (件) 72 h (一) 15 h (叫)I 7 h (一) 
Biotin 24h (十〉 72 h (+) 7 h (十時) 7 h (ー〉 
Pantothenic acid 24 h (十十) 72 h (一〉 7 h (冊〉 7h (一) 
P-Aminobenzoic acid 24 h (十十) 72h(一〉 7 h (十件) 7h (一〉 
Folic acid 24h (-1十) 72h(一) 7 h (十什〉 7 h (ー ) 
Pyridoxine HCl 24 h (千十) 72h(土) 7 h (叶) 7h (一〉
添加した場合， Nicotinic acidを 100cc中陀 50 r 
添加した場合に 5時間自民至り一斉K陽性化して， 
pH 5.0を示し， 添加の影響が著明に現れた。他の 
Vitamin類は全くその影響を認めるととができな
かった。なお，陰性者群唾液の場合には， Vitamin 
を添加しでも Test成績を陽性化する ζとはできな
かった。(表 10) 
2. 培地中 Amino酸添加の影響 
Lactobaci1lusの Amino酸要求は(27) Vitamin 
と同様に相当に強い。その要求性は菌種によって異
なるが，大体 Alanine，Arginine，Aspartic acid， 
Cystine，Glutamic acid，Histidine，Hydroxy-
Proline，Isoleucine，Leucine， Lysine， Methi-
onine， Phenylalanine， Serine， Tryptophane， 
Valineなどである。 
(1) 実験方法
ビタミン類の場合と同様 RicklesTest培地には 
Lactobacil1usの合成培地〈訂正同様の濃度を，また 
Snyder Testの場合はその 1/10量を添加した。添
加 Amino酸は Alanineをはじめ 18種類で，そ
の添加量は表 11の通りである。 
Amino酸添加の影響を観察する方法は Vitamin
添加の場合と同様である。 
(2) 実験成績 
Amino 酸添加の影響は， Vitamin と同様に
Snyder Test培地では陽性者群， 陰性者群共に全
く認められなかったが， Rickles Test培地にあっ
では Glutamicacidの添加によってその陽性者群
唾液接種の場合1L.5時間で pH5.0を示し，無添加
または他の Amino酸添加の場合よりも 2時間早
くその影響が認められた。他の添加 Amino酸の 
影響は殆んど認められず， Serineの如きは，陽性
者唾液接種の場合n:Rickles Test培地lとかえって
表 11. 麟食活動性試験培地に添加した 
Amino酸の種類及び濃度 
lmhtlR1叫添加 Amino酸培 地培 地 
mg/100 cc I mg/100 cc 
Alanine 
Arginine 
Aspartic acid 
Cystine 
Glutamic acid 
Glycine 
Histidine 
Hydroozy proline 
Isoleucine 
Leucine 
Lysine 
Methionine 
Pheny lalanine 
Serine 
Threonine 
Tryptophane 
Tyrosine 
Valine 
2 
1 
4 
1 
10 
1 
1 
1 
2 
1 
1 
2 
2 
2 
2 
1 
1 
2 
20 
10 
40 
10 
100 
10 
10 
10 
20 
10 
10 
20 
20 
20 
20 
10 
10 
20 
阻害的陀作用した。(表 12) 
3. 培地中無機塩類添加の影響 
無機塩類は LactobacillusIL.対しては比較的大 
量の要求することが知られている。その主なものに
カリワムマンガン，燐があり，特殊な菌種にのみ
有効なものでは Rb，Srなどがある。今回は添加
無機塩類は Lactobacill us完全合成培地に用lいら
れているものを用いた。(表 13)
(1) 実験方法
添加の影響に対する観察方法は，個々の無機塩
類については行わず表 13IL.示すものを一括して
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表 12. 麟食活動性試験成績に及ぼす Amino酸添加の影響 
添加 Amino酸
Snyder Test Rickles Test 
陽性者群|陰性者群陽性者群 l陰性者群
Alanine 
Arginine 
Aspartic acid 
Cystine 
Glutamic acid 
Glycine 
Histidine 
Hydrooxyproline 
Isoleusine 
Leusine 
Lysine 
Methionine 
Pheny lalanine 
Serine 
Threonine 
Tryptophane 
Tyrosine 
Valine 
24 h (+十〉 
24 h (十〉 
24 h (+t-) 
24 h (件) 
24 h (十〉 
24 h (十十)， 
24 h (十〉 
24 h (十十) 
24h (十〉 
24h (十十) 
24 h (十〉 
24 h (件) 
24h (+t) 
24 h (+十) 
24 h (十十) 
24 h (+t-) 
24 h (十〉 
24h (+十)
72 h (ー〉 
72h(一〉 
72h (一) 
72h(一〉 
72 h (ー ) 
72 h (一) 
72h(一〉 
72h(一) 
72 h (ー〉 
72 h (一) 
72h(一〉 
72 h (一) 
72h(一〉 
72h(ー〉 
72h(一〉 
72 h (一) 
72h(一) 
72 h (一) 
7h (十件) 7h (ー ) 
7 h (叫) 7 h (ー ) 
7 h (十件〉 7h (ー ) 
7h (十件) 7 h (ー〉 
15 h (俳)1 7 h (ー〉 
7h (十件〉 7 h (ー〉 
7 h (十件〉 7 h (ー ) 
7 h (十件) 7 h (ー ) 
7 h (十件) 7 h (ー〉 
7 h (朴) 7 h (ー〉 
7 h (十件) 7 h (ー ) 
7 h (朴〉 7 h (ー ) 
7 h (十社J 7li (ー ) 
17 h (一)1 7 h (ー ) 
7 h (十件〉 7h (ー ) 
7 h (叶) 7 h (一〉 
7 h (株) 7 h (ー ) 
7 h (叶) 7 h (ー )
表 13. 麟食活動性試験培地に添加せる
無機塩類の種類と濃度
|添加濃度
添加無機塩類| 叫 /l 
NH4Cl 5 
KzHP04 500 
MgS04・7HzO 200 
FeS04・7HzO 10 
MnS04・4HzO 10 
NaCI 10 
Rickles Test培地および SnyderTest培地に添
加し，その影響をみた。 
(2) 実験成績
上記無機塩類添加の影響は Snyder， Rickles 
Test共全く認められなかった。(表，14) 
4. 培地中抗生物質殺菌剤添加の影響
前記した如く， Snyder Test，Rickles Test培
地において，その変動の主因をなすものは Lactob-
aci1usであるととが判明したが， 乙れを更に確め 
る意味において抗生物質，殺菌剤の適当なものを作
用せしめてその影響を観察した。実験に用いた抗生
物質は Penicillinと Colistin，殺菌剤は昇末を用
t'tこ。 
(1) 実験方法ヘ 
表 14. 麟食活動性試験成績に及ぼす
無機塩類添加の影響 
Snyder Test Rickles Test 
添加無機塩類
陽性者|陰性者 陽性者|陰性者
群群 群群 
NH4CI 
KzHP04 
MgS04・7H20 24h 72 h 7h 7h 
FeS04・7H20 (+t) (一) (十件) (ー ) 
MnSu4・4HzO 
NaCl 
無添力 |24h i72h|7h l7h 
即 日 I(十十) I(一) I(時) I(一) 
Penici1in， Colistinおよび昇宋を， 表 15の如
き濃度比 SnyderTestおよび RicklesTest培地
に添加して，被検者唾液接種後の培養による変動を 
観察した。
. (2) 実験成績 
Penicillin 50 ujcc添加の場合， 陽性者唾液を添
陰性K共Rickles Test・，Snyder加した場合でも 
化した。これに反し， Colistin添加の場合は全く影
響が認められなかった。また，昇末添加の場合は 
Penicillinと同様に両 Testの成績を陰性に導い
た。以上の結果から， Penici1inの添加はグラム陽
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性菌(恐らく Lactobacillusなど〉の発育を阻止し，
また，これらは昇末でも同様の影響をうけるものと
思われる。 乙れに反して Colistinはグラム陰性梓
菌のみに作用するため Testの結果に影響を与える
ことができないものと考えられる。(表 15)
表 15. 歯再食活動性試験培地に添加せる
抗生物質と殺菌剤の影響
添加抗生物質
文は殺菌剤 
Penici1lin 
50 ujcc 
Colistin 
50 ujcc 
昇京 
0.01 gjcc 
無 添 加 
中高lFヰ
 
l?と1l711lAlA 
1711I711l(日iA
!ml3l3 !-竺

l市
I 
lml(L113 

5. 小 主舌 
(1) Snyder Test，Rickles Testの結果K変化
を与えることを予想して Vitamin，Amino酸，無
機塩類，抗生物質および殺菌剤を添加してそれらの
影響を観察した。 
(2) Vitamin類のなかでは Nicotinic acidの
添加によって， Rickles Test R陽性者唾液を接種
した場合の陽性化を示す時聞が5時聞に短縮し，乙
れを促進せしめることが判明した。 
(3) Amino酸類の中では， Ric1王elsTest R陽
性者唾液を接種した場合 Glutamicacidの添加が
成績の陽性化を促進する ζとを認めた。これに反し
て Serineは阻害的に作用した。
(4:) 両 Test培地に陰性者唾液を接種した場合
は Vitamin，Amino酸の影響は全く認められなか
表 16. 麟食活動性試験に及ぼす諸因子の成績一覧 
~ rn ， I Snvder Test Rickles Test ~ Test ~UJ ~.'.-" .L.-，.n 
諸因ヂ~I 陽性者群|陰性者群|陽性者群|陰性者群 
Lactobaci1lus |増殖の傾向著明|無 し|僅少有り|無 し 
数の変動 35.3→600.6 0 48.5→85.9o 
Sta phy lococcus |増殖の傾向若干有り l増殖の傾向若干有り|減少の傾向僅少有円減少の傾向僅少有り 
16.1→60.2 13.9→55.1 19.0→12.910.2→ 8.1数の変動
全嫌気菌数の変動 l減少??ーJ減少の傾?竺 I減少の傾向著明 l減少の傾向子土10.4-+1.0 7.4→ o 10.0→ o 8.5→ O 

NH3-N量の変動 0.4θ→0.62 0.64→2.30 3.21→3.88 5.57→8.02 

(mgJ100cc) I (0.18の増加) I (1.66の増加) I (0.67の増加) I (2.45の増加)

還元糖量の変動 19.0→9.7 19.9→ 17.1 89.0→61.5 75.5→74.0 

(mgjcc) I (9.3の減少) ) (2.8の減少) (27.5の減少) (1.5の減少〉
 
Ji則自制弘|変化無し|変化無し|変化有り (5h榊)[変化無し
あtaム221変化無し|変化無し|変化無し|変化無し 
JJl旬ut匂amicωd加|変化無し(変化無し|変化有り (5h時)I変化無し 
Serine 添 加|変化無し|変化無し l変化有り川一)I変化無し 
Zmi二酸乍~ I変化無し 1変化無し l変化無し l変化無し
無機塩類添加|変化無し|変化無し|変化有り (7hー )I変化無し
添 Penicillin 加 l変化有り(山一〉|変化無し i変化無し|変化無し
添 Colistin 加|変化無し|変化無し|変化無し|変化無し
変化無し1一)(7h変化無し|変化有り)1昇末添加|変化有り(山一
注 1: Snyder Test，Rickles Testの陽性者群の DF歯率 21.86:t0.1881 % 

陰性者群の DF歯率 6.00+0.1179% 

注 2: Lactobacillus数の測定は SnyderTestでは培地 0.1ccの 10培液の 0.1cc中の値，
 
Rickles Testでは 0.1ccの1000培液の 0.2cc中の値を示す。
 
Staphylococcus数の測定は， Snyder Testでは培地 0.1cc中の値， Rickles Testで

は0.2cc中の値を示す。

全嫌気菌数の測定は SnyderTestでは培地 0.1ccを 1000倍し，その 0.1cc中の値，
 
Rickles Testでは 105希釈し，その 0.1cc中の値を示す。
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ったo 
(5) 無機塩類はいずれの場合も全く作用しなか
った。
(6) Penicillinおよび昇宋の添加は Snyder
Test，Rickles Test において，両 Test陽性者唾
液を接種した場合も，完全にその成績を陰性化せし
めた。 
VI考按
麟食と唾液中の Lactobacill us数の関係について
は，米国ミシガン学派の追求にはじまって以来，繭
食lζ擢患、したために Lactobacillus数が増加するの
であるとか，またその菌数が多いために断食が発生
し易いなどの議論は別として，過去の数多くの研究
は，両者の相関性を是認するものが多い。 Snyder
がこの相関性を麟食活動性試験という形式にまとめ
上げた業績は特記すべきものであるが， ζの:Snyd-
er Testの術式および信頼度をめくやって幾多の研究
が行われている。すなわち，梶原〈28〕，森山(29〉，橋
口ら (30〉，山元〈31〉，森田(32〉，田辺(33)，似鳥ら (34)，
相場ら (35九石塚ら〈36)，田辺(光)(20)の研究がそれ
である。特にこれらのうち梶原は SnyderTestと
唾液耐酸性菌との相関関係の研究において Snyder
の報告と同様に，乳酸菌以外の他菌種との混合培養
において高度の変色がみとめられるといっている。
また森山ら (29)は Snyder.Test培地に Aerobacter， 
Proteusなどの発育を阻止してその成績を安定化す
る目的で NaN3を添加している。本実験において
は，まず過去の報告に見られないところの断食活動
性試験培地に接種された口腔細菌の変動を追求し，
活動性試験の成績を左右する細菌学的因子を明らか 
Kしようとしたものである。その結果，Lactobaci-
llus数の変動は特I"C Snyder Test培地中において
著明で，増加の傾向が著しし、。 また RicklesTest 
においても多少の Lactocillus数の増加を見たこ
とは興味ある点で， この Test液の組成は単なる
Sucrose液であるので，考案者は唾液を酵素液と
して取扱っているものと思われるが，僅少ではある
が菌の増殖をみたことは， Lacto bacil1usの細菌細
胞としての活動も，その成績に及ぼす因子に加える
ことができるのではなかろうか。一方，乙の増殖は， 
Rickles Testなる試験法の lnoculumが，極めて
複雑な組成の唾液自身である事から見て極めて可能
性のある事と解される。 ζのことは RicklesTest 
培地に Nicotin酸または Glutamine酸を添加し
rこ場合に接種した唾液の発酵が旺盛となり，その成 
績が陽性化を示すに至る時間が短縮されることから
ふうかがうことができる。次に Staphyloccus数 
は SnyderTest培地においては，多少増加の方向 
をたどるが， Rickles Test培地では， Test成績の
陽性，陰性に関係なく培養時間の経過と共に減少す
ることを知った。このような培養による菌数の減少
は，全嫌気性菌数においては著明に認められる点
で，とくに RicklesTest培地中で¥のそれが激しい
ととは，その培地組成に起因するものであろう。
次Iと，唾液中の NH3-N量については， Grove 
らの研究(37)によって断食との相関関係が知られた
が，最近，森田(32)は唾液緩衝能および WachTest 
の成績と唾液 NH3-N量とに相関性のあることを
報告している。本実験における SnyderTest， 
Rickles Test培地中の NH3-N量の培養による
変動を観察すると， Snyder Test， Rickles Test 
陰性者哩:液をそれぞれの培地K接種培養した場合は
可成りの増量が認められる。乙の現象は断食活動性
試験成績を陰性に導く因子と考えられる一方，これ
を産生する因子の存在も見のがし得ないが，本研究
ではそこまで推察できないので今後の研究にまっ
ところである。また，培地中還元糖量の変動は両 
Test陽性者群の場合，両 Test培地共にその著し
い減少が観察されるが， これは当然、の結果であろ
つ。 
Snyder Test培地l乙 Vitaminまたは Amino酸
を添加しでもその成績は全く影響がなかったのは， 
Test培地としてこれらの因子を必要としないも
のと推測される。 ζれに反して前記した Rickles 
Testの場合Ir，添加の影響があったことは唾液中
のビタミンあるいはアミノ酸量の影響をも考慮K入
れねばならないと考えるが，いずれにしても将来
Rickles Test培地をより確実なものとなし得ると
との可能性を含んでいる。また，抗生物質，殺菌剤の
添加は (Lactobaci1lusまたは， Staphylococcus 
に対して作用のある物質，すなわち Penicil1inお
よび昇禾)， Testの添加成績の陰性化の原因となる
と想像する乙とは困難ではない。 
vn総括および結論
前記の実験成績を総括すると次の如くになる。 
1. Snyder Testおよび RicklesTest培地に
それぞれの陽性者群および陰性者群唾液を接種して
培養した場合，培地中の Lactobacill¥ls数は陽性
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者のそれにおいて著明に増加するが，陰性者唾液で
は本菌を殆んど認めることができない。 
2. 同様な方法で Staphylococcus数について
観察した結果，陽性者群においてやや増加の傾向を
示すが顕著ではない。 
3. 全嫌気菌数は Snyder-，Rickles Test培地
共に陽性者群，陰性者群の区別なく培養によって死
滅の傾向をたどる。 
4. Snyder Test，Rickles Test培地中の !NH3-
N量は両 Test 成績陰性者唾液接種の場合にお
いて著明増加したが Test陽性者唾液接種の場合は
増加しなかった。 
5. 同様に培地中の還元糖量は Test成績陽性者
唾液接種の場合に著明iζ減少した。 
6. Vitamin類を SnyderTest，Rickles Test 
培地K添加すると，後者では Nicotinicacid添加
の場合にのみ，成績の急速なる陽性化が認められ 
Tこ。 ，Ro-gosa 1.1
 M. et a1.: J. Dent. Res.，30，682， 

7. Rickles Testでは Amino酸類の添加の
影響は Glutamine酸の場合にのみ成績の急速なる
陽性化が認められたが， Serineは返って阻害的に
作用した。 
8. 無機塩類の添加は影響がなかった。 
9. Penicillin，Colistinおよび昇末を添加する
と， Penicillinと昇末の添加によって両 Testの陽
性化が阻止された。 Colistinは影響がなかった。
以上の結論として，断食活動性試験 (Snyder 
Test， Rickles Test)の成績を左右する細菌的因
子は， Test培地中で増減する Lactobacillusであ
って， これの増殖を促進させる化学的因子として
は， Rickles Testでは Nicotinicacidと Gluta-
mic acidの2者であるという結果を得た。 また培
地中 NH3-Nの増減も細菌学的因子の補助的役割
を演じる事を知った。
摘筆するに当り，終始と指導と鞭捷を賜わっ
た，恩師，米沢和一教授に深謝するとともに，直
接と教示と協力を戴いた奥村晴一博士に感謝致
します。また本研究に対しと援助下された帆足
望博士，森山徳長博士，田辺明博士，橋口緯徳
博士，高添一郎博士に謝意、を表します。
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